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EDl(ElectronicDatalnter-

Chan9e)
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EIA+(日ectroniclndustrjes
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EC(巨】ectronicCommerce)

lSDN(lntegratedServices

DigitalNetwork)

HTML(HypertextMarkup

しanguage)

SSL(SecureSocketLayer)

TWX-21を利用した企業間

ECシステム

プラザー工業株式会社は,

TWX-21を利用した企業間EC

システムを構築し,業務効奉

の向上や調達リードタイムの

短縮などを実現している｡

ブラザー工業株式会社は,世界規模の市場競争で勝ち残る事業体質を構築するために,CS(Cus10merSatisfaction)･品

質･スピードの向上を目的としたSCM(SupplyChain Mana9ement)改革を実施している｡その一環として,調達系SCMを実

現するために,(1)調達リードタイムの短縮,(2)調達業務の電子化による業務効率の向上,および(3)在庫の削減を目的と

した企業間EC(EtectronicCommerce)システムの構築を1997年10月に開始し,1998年3月に稼動させた｡

企業間ECシステムでは,(1)情報を伝達､共有すべき相手が多い､(2)伝達,共有する情報の種薙が多い,(3)システムの

準備や運用の調整が自社にとどまらないといった構築上の問題点がある｡ブラザー工業株式会社は,これらを考慮し,社内シ

ステムの再構築と,日立製作所が提供する企業間ECサービス"TWX-21”の利用により,(1)オープンなインターネット上で安

全に情報伝達,共有を実施,(2)業務の電子化による状態の定量化,可視化,即時性の向上,(3)相手先に合ったシステム提

供を含めた互恵なシステム構築を行った｡このシステムの稼動により,ブラザー工業株式会社では,発注までのリードタイム

を4日から0.5日に短縮し,調達業務の効率化によって年間2,000万円の削減などの効果を出している｡

はじめに

産業界では,製品供給リードタイムの短縮と在庫の削

減を行うため,調達リードタイムの短縮と調達業務の効

率向_Lを実現する調達系SCM(Supply Chain Manage-

ment)の構築が不可欠である｡

ブラザー.工業株式会社は,情報通信機器を扱う事業領

域で,業務改革を含めた社内システムの再構築と,l-1上

製作所が掟供する企業間EC(Electr()nic C()mmerCe)サ

ービス"TWX-21''を利用した調達業務に関する企業間EC

システムの構築を短期間で立ち上げ,稼動させた｡これ

により,すべての仕入れ先(320祉)との閃で,調達リー
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ドタイムの短縮と調達業務の電子化による業務効率の向

上を実現している｡ここでは,ブラザー工業株式会社の

社内システムの再構築と,企業間ECサービス"TWX-21''

を利用した企業間ECシステムの構築および稼動状況に

ついて述べる｡

企業間ECシステム構築の背景

ブラザー`｢業株式会社は,19鮎年から調達に関する帳票

の授受にVAN(Value Added Network)利用の独自フォ

ーマットEDI(Electronic DataInterchange)を開始し,

1996年からEIAJ(ElectronicIndustries Association of

Japan:社団法人日本電子機械工業会)取引情報化対応

標準(EIAJフォーマット)を採用した｡しかし,(1)仕入

れ先がEDIシステムの構築に時間を要することへの対応,

(2)調達に関する図面や仕様書などの電子化対応,

(3)海外仕入れ先対んBなどで課題があった｡

1997年10月から調達系SCM実現のため,(1)調達リー

ドタイムの短縮,(2)調達業務の電子化による業務効率

の向上,および(3)在庫の削減を目的として,企業間

ECシステムを構築した｡システムの構築にあたっては,

(1)インターネット上で安全に大量のデータを伝達,共

有が可能,(2)同一環境でEDIなどの定型情報や図面,

仕様書などの非定型情報の伝達,共有が可能,(3)仕入

れ先向けシステムや立ち上げ支援など,仕入れ先への展

開が容易であるなどの理由から,企業間ECサービス

``TWX-21”を利用することとした｡

ブラザーエ菓株式会社

UN】Xサーバ*

ERPシステム

(生産管現購買管理)

･生産計画サイクルの見直し

●ERPソフトウエアによる

システムの再構築

[ニコ

パソコンサーバ

電子決裁システム

●決裁権限の見直し

･社内帳票の100%電子化

EDlシステム

･∈lA+フォーマット変換

･データ送受信

[コ
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社内システムの再構築

3.1社内システムの概要

ブラザー工業株式会社の調達系SCMを実現する社内シ

ステムを図1に示す｡

(1)ERPシステム

生産管理と購買管理を行う｡市場変化への即応を目的

として,ERP(EnterpriseResourcePlanning)ソフトウェ

アによってシステムを再構築し,データのリアルタイム処

理を行い,生産計画サイクルの短縮を実現した｡

(2)電子決裁システム

決裁者が,ERPシステムで作成された注文データなどを

電子的に決裁する｡事務処理工数の削減,情報伝達速度の

向上,決裁意思決定の確実性と迅速化(異常発注に対する

警告や過去の発注状況の確認など)を口的として,調達に

関する社内帳票を電子化し,決裁権限の見直しを行った｡

(3)EDIシステム

決裁者の決裁後,仕入れ先への注文データなどを

EIAJフォーマットに変換し,TWX-21やVANにデータ

を送信する｡また,仕入れ先からの回答データなどを社

内フォーマットに変換し,納期管理に利用する｡

(4)着荷検収システム

EIAJ標準納品書を仕入れ先で発行するように変更し

た｡また,納品時に納品書のバーコードを読み取り,調

達品が着荷,検収されたことをERPシステムに反映する

ことで,調達品の動態管理を実現した｡

注文データなど---

一一納期回答データなど

[互]匡回国 専用線糾kビット/S

バーコードリーグ

[コ琶
∈岩戸

納品

EIAJ標準

納品書l

着荷接収システム

･情朝と物流の一元管理を実施
･納品結果をERPシステムに反映

国
納品書発行プログラム

･100%ELAJ標準納品書の採用

･ED】未実施の仕入れ先向けに
納品書発行パソコンを設置

〔謬

TWX-21

インターネット

(netSpace)

仕入れ先

EIA+標準

納品書

lSDNまたは

加入電話回線

注:略語説明ほか

R(Router)

FW(Firewalり

DSU(Dig他IServjceUnit)

*〕NIXは,村OpenCompany

Limitedがライセンスし

ている米国ならびに他

の国における豊富豪商標

である｡

図1社内システムの構成

業務改革の実施と社内シ

ステムの一貫した電子化に

より,業務効率化と調達リ

ードタイムの短縮を図って
いる｡
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図2 ERPシステムから¶〟X-21までのデータフロー

リアルタイムのデータ送信,送信順序の確保.および障害発生

時の対応を考慮したシステム構成としている｡

3.2 ERPシステムからTWX-21までのデータフロー

ERPシステムからTWX-21までのデータフローを図2に

示す｡ERPシステムで作成した注文データなどは,電子

決裁システムに転送し,決裁者が画廊で処理を行う｡決

裁されたデータは,EDIシステムで即時にジョブネット

を起動し,EIAJフォーマットに変換し,TWX-21や

VANに送イiiする｡このシステムでは,SCMを実現する

ために,リアルタイムでのデータ送受信を行っている｡

電子決裁システムとEDIシステムの運用管理には,ジョ

ブ連用管理ソフトウェア"JPl''を使川している｡"JPl◆'は

注文データなどの送イ訓即事を確保するために,ジョブの

制御も行っている｡なお,障害が発生した場合を考慮し,

障害検知機能とジョブ実行結果のユーザーログを取得す

る機能を持たせている｡

TWX-21による企業間ECシステムの構築

4.1企業間ECシステムの目的

ブラザー_l二業株式会社と仕人れ先の業務フローを図3

に示す｡事務処理工数の削減,人的エラーの撲滅,情報

伝達速度の向上を臼的として,(1)仕人れうEとの調達に

関する帳票の電了イヒ(ブラザー1二業株式会社側は100%

EI〕Ⅰ化),(2)仕入れ先でのEIAJ標準納品書の発行,(3)

リアルタイムで情報の仁さ達,共有を行うこととした｡
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図3 ブラザー工業株式会社と仕入れ先の業務プロー

ブラザー工業株式会社は,EIAJフォーマットのEDlを採用して,

調達業務の電子化を実施しており.現在,仕入れ先との間で17種

類のデータを交換している｡

まず,柱文什数上位100社(うちTWX-21の利川は70

祉)を対象として,注文データなど6データのEDI化を約

3かHで立ち_Lげ,1998年3月からTWX-21の利用を開始

した｡その後,EDI対象の仕入れ先と業務範岡を拡大す

ることとした｡

4.2 企業間ECシステム"TWX-21”

企業間ECシステムは,TWX-21を利用することで,(1)

大規模なシステム開発が不安,(2)運用管理者が不要,

(3)小規模仕入れ先のEDI化が容易,(4)EDI以外の情

報も同一･環境で利川が吋能などのメリットがあり,発音_‾i三

者,仕入れ先とも早期に確実に立ち上げが行える｡

TWX-21のEDIサービスを図4に示す｡発注者,仕人れ

先とも,EDI実施二状況やデータ件数に合わせたシステム

導入形態を選択できる｡(1)送受信プログラム,(2)ト

ランスレーク,(3)EDIサーバ,(4)VANTOPIAがある｡

VANTOPIAは,小規模仕人れ先山けで,データ変換,

リスト川ノJ,ファイルヱ1りJ,納品書発行および回答デー

タ作成送信が行える｡さらに仕入れ先向けには,(5)

WWlV(World Wide Web)ブラウザを利用したWeb-EDI

横能,および(6)帳票形式に変換するファクシミリH力

機能(国内向け,海外向け)がある(つ

ブラザーニL業株式会社は,TWX-21の各機能を利用する

ことで,EDI化率100%を達成している(〕また,仕入れ先の

′乏信手段を意識せずにEDIデータの作成や送信が可能な
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ブラザー工業株式会社

(1)送受信プログラム

□く 〉
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･状況照会機能

発注者A社 き

(2)トランスレータ

ロ く
･データ送受信管理
･状況照会機能

･トランスレーション機能

発注者B社

(3)EDけ-バ

l

□く 〉

葵⊂

･データ送受信管一哩

･状況照会機能
･トランスレーション機能

･集配信機能

･自動実行制御
･運用管理機能

仕入れ先C社

=り送受信プログラム

】軍団
･データ送受信管理

･状況照会機能

TWX-21センタEDlサービスサイト く≡

送受信機能(セキュア通信)
仕入れ先D社

リアルタイム

振り分け機能

データ l(2)トランスレータ

同部機能く
再配信機能

Web-EDl機能

■〉団
･データ送受信管理

･状況照会機能

･トランスレーション機能

j

j

≦取引関係管理

文字コード変換

順序チェック

データ保管
(通常90日間)

状況照会機能

l 仕入れ先E社

ファクシミリ く ■〉団l(4)vANTOP･A
出力機能

他社EDl

●データ送受信管理

･状況照会機能

･トランスレーション機能

･リスト出力
接続機能 ･ファイル出力

(全董艮手掛相互送付) ･納品書発行

･回答デ▼タ作成送信

仕入れ先F社

TWX-21ネットワーク

他社EDl(Cll,EIAJ) 海外EDl接続(ED肝ACT)

ため,運尉二l二数の低減を実現している｡現在,送信される

注文データのうち87%(うちファクシミリ出力機能は9%)

がTWX-21経由で.17種類のデータを送′受信している｡

また,ファクシミリ出ノJ機能を利川する仕入れ先には,

｢納品書出ノJプログラム+を提供し,仕人れ先でのEIAJ標

準納品書発行率100%を実現している｡なお,ブラザー工

業株式会社は,月当たり50フ了什(1件は128バイト)程度の

大量データをリアルタイムに送受信することから,′rWX-21

との接続ほ,専用線接続サービスを利用している｡仕入

れ光は,ブラザー丁二業株式会社とのデータ授受の確実性,

迅速性を重視し,日立製作所が提供するインターネット

アクセスプロバイダ"netSpace”を利用している｡

おわりに

ここでは,ブラザー工業株式会社の社内システムの再

構築と,企業間ECサービス"TWX-21''を利用した企業間

ECシステムの構築および稼動状況について述べた｡

このシステムの稼動により,ブラザー工業株式会社は,

調達系SCMを実現し,発注までのリードタイムを4Hか

ら0.5Hに短縮し,調達業務の効率化による年間2,000万

円のコスト削減などの効果を出している｡また,仕入れ

先では,業務負荷と処理状況の明確化,社内システムへ

の人力工数削減,納品書の白社発行による｢カルタ取l)+

と呼ばれる作業廃止などの効果が出ており,互恵なシス

38

納品書出力
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頗
(6)ファクシミリ

出力機能

注:略語説明

Cl=Centerforthelnfor-

matizationoflndustry)

図4 TWX-21のEDlサー

ビス

ユーザーの規模や利用形

態に応じて各種EDけ-ビ

ス機能群を提供している｡

選択肢を多くすることで

EDlの実施が容易となり,

EDl化率が向上できる｡

テムを実現した｡

今後は,岡面や仕様書などの非定型情報,販売系

SCMなど企業間にまたがるさまざまな情報の電子化を進

め,総合的なSCMを構築していく考えである｡
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サービスホモ何に従事
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福井正夫

1982†卜lト†製作所人‖∴トl■j潤ぃ過イriグ､ループ情報システ

ムイこ郎情報システ 1叫けステム統括本邦lい耶

システム郎所属

秋山∴ 益‡紫間E(ニシステムとJ〉ド業系システムの1i丈りまとめ

に従■井
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中岡正樹

199()中上卜‡奉呈作所人件,石モ‾業愕Jヒニ(二推進本耶システム隙Jヲ巨

センター所属

硯fi∴ 前モ某悶ビジネスアプリケーションサービスのシス

テムl;Hヲ巨に従中

惜別処稚′'jご:全会員
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森 正勝

199-1咋fト■相川言所入札システム開発研究所第二邦所拭

現在,サービスシステムノ占盤の州究開発に従小

信幸ほ処押′';∠:全会£ミ
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